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図版97 @外出土土製品@石製品



図版98 。外出土土製品@石製品
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毘版101 遺構外出土石器
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図販103 遺構外出土石器



図版104 遺構外出土石器



35号住居跡(北西→)

55号住居跡(北西→)

図版105



70号住居跡(西→)

78号住居跡(北→)

図版106



図版107
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第 1図 遺跡周辺の1由形
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遺跡の概観

御所野台地の北西部、 JR東呂本奥羽本線四ッ小屋駅から北東へ約1.2kmの地点で、ある。四と北側

から大きな沢が入り込み、 4つの突出する舌状部をもっ台地が東から西に延びるO 遺跡は東側の地

峡部から入り、南西約1.2kmの最も奥の台地に位置する O 標高は約 40kmである。

調査の結果、縄文時代中期末葉の集落跡、平安時代の集落跡を検出した。遺跡の北東約 300'"'-'400 

mに「下堤A遺跡」、「下堤C遺跡jが所在する O

遺構と遺物

縄文時代

1号住居跡(第3図)

調査区の南東部で検出された。昭和 47年度下堤遺跡調査で S42 J 5住居跡としたものを再発掘

しfこO

プランは径約 3.4mの円形を呈する。 確認、商からの深さは約 20cmで、 壁は斜めに立ち上がる O

ピットは炉を中心とした三角形に 3偲検出され、これが主柱穴と盟、われる。炉は北側に位置してお

り前回の調査で土器埋設部と掘り込み部からなり、間に!擦が組れる複式炉を検出している O 床面は

平坦で竪く良好であ

る。

出土遺物

土器(第63図)

60は昭和 47度調

査で出土した炉埋設

土器である O 倒立に

埋設されていた土器

で、日縁部が外皮

し、鋼部が膨らむ深

鉢形土器である。沈

線l玄画の磨消帯で

iSJ字状文を横方向

@ 

に展開している O 地

文は LR (縦回転〉

単節斜縄文である。

2号住居跡(第4

図)

調査区の南側で検

-<(/ 

第 3図 1号住居跡
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第4図 2号住居跡

出された。

プランは長軸 3.9m、組lli由3.4mの楕円形を呈する。確認面からの深さは 25cmで、壁は斜めに立

ち上がる。ピットは 20個検出されているが配置は不規別である O 主柱穴は深さ 10cm以上のピット

と思われる O 炉は新旧二期検出された。 1期一古い炉で北東部に位置する O ニヒ器埋設部と掘り込み

部からなる O 上@下半欠損の深鉢形土器が埋設されており、周辺は火熱を受けて赤変している O 廃

棄後に貼床されている。 rrJ(:Jj-1期炉と対峠する南西部に位置する O 土器埋設部と掘り込み部から

なる O 深鉢形土器が埋設され周辺は火熱を受けて赤変している。堀り込み部は控に接しており、思

礁が配されている。床面は平j誌で堅く良好である。

出土遺物

土器(第 51 • 65図)

lはI期、 2はH期炉の埋設土器である O 上半、底部欠損の胴部が膨らむ深鉢形土器である。沈

線区画の磨消帯によって曲線的な文様が施されている O 地文は lが RL(縦回転)、 2はRL(横回

転)単節斜縄文である。 64，.._， 76は覆土から出土した。 64，.._， 66は口縁部が謄消無文帯で、地文は撚

「

O
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糸文である。 67，..._， 73は沈

線区画の磨消帯が施され

るo 74，..._， 76は磨消帯に円

形刺突文が施されている O

{:i器(第 77図)

1 • 2は覆土から出土し

た。 1は作りの雑な石鋭、

2は掻器である。

石製品(第 77図)

3は覆土から出土した。

細長い馬平な機の両端に両

側から孔を穿ったもので、

装飾i昂としての用途が考え

られるO

3号住居跡(第5図)

調査区南側中央部で検出

さ~"lj:こO

プランは長軸 2.8m、結

軸 2.6m の楕円形を呈す
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第5図 3号住居跡

る。確認聞からの深さは 5，..._， 10 ClIl、躍はわずかに認められ、ゆるく斜めに立ち上がる。ピットは 10

偲検出されており、壁下を円形に周るものが主柱穴と忠われる O 炉は二!と東部に位置する。石囲土器

埋設炉で、北東側に 3個の挙大のi擦が認められる O 他の牒は抜き取られている。底部欠担の深鉢形

土器が埋設され、周辺は火熱を受けて赤変している。床面は平坦で、あるが軟弱である O

出土遺物

土器(第 51図)

3は炉埋設土器である O 山形口縁の深鉢形土器で=ある。口縁部は磨消無文JfiF3:で霊長音I~から嗣部に沈

線区画の磨消帯が施される。地文は LR(縦回転)の単節斜縄文である O

4号{主繕跡、(第6図)

調査区南側東部で検出された。

プランは長軸 4.8m、短軸 4.4mの楕円形を呈する。確認、面からの深さは 35ClIlで、壁はほぼ垂直

に立ち上がる O ピットは援下を中心に大小 25伺検出されている。主柱穴は等間縞に配された 6個と

思われる O 炉は北側に位援する O 土器埋設部と掘り込み部からなる O 底部欠損の深鉢形土器が埋設

され、周辺は火熱を受けて赤変してし喝。 掘り込み部底部から器台が出土した。床面は平坦で堅く
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良好である O

出土遺物

土器(第51 • 65図)

4は炉埋設土器である O 口縁部がゆるく外皮し、網部が膨らむ深鉢形土器である O 口縁部は磨消

無文帯で、頚部から服部にかけて沈線区画の磨消搭でクランク状の文様が施され、その末端の円文

に東日突文を配している O 地文は LR(縦回転)単節斜縄文である。 5は掘り込み部から出土した器台

である。 3単位の土器で楕円形の透しを 3ケ所に施して区画し、沈線包磁の磨消帯で楕円文が施さ

れる O 地文は RL(縦回転)単節斜縄文であるo 77 ----85は覆土から出土した。 77----81は沈線区画

の磨消帯によって文様が施されるo 82 ----85は磨消帯内に刺突文が施される。

石器(第77 • 80図)

4 ----7 • 48 ----50は覆土から出土した。 4は有茎の石鎌、 7は石槍であるO いずれも頁岩であるO

48 e 49は磨石、 50はくぼみ石である。

5号住居跡(第 7図)

調査区南側西部で検出された。

プランは径約6.2mの円形を呈する O 確認面からの深さは 25cmで、監は斜めに立ち上がる。ピット

は大小36個検出されている。主柱穴は壁下を周る深さ 25cm 以上の 15偲のピットと思われる。炉は

二期検出された。 1期 北側北東壁寄りに位置する O 土器埋設部、捕り込み部、浅い捕り込み部か

らなるO 土器理設部には深鉢形土器の胴部を樫設しているO 周辺は火熱を受けて赤変している。 rr

期 1期炉の南に位置する。土器埋設部、掘り込み部、掘り込み部からなるO 土器埋設部には深鉢

形土器が樫設され、周辺、掘り込み部は火熱を受けて赤変しているo 1 • rr期炉とも二次的な貼床

などは認められず新!日関係は不明であるO 床面は平坦で堅く良好であるO

出土遺物

土器(第 52 • 65図)

6は工、 7は豆期炉埋設土器であるo 6は口縁部、底部欠損、胴部がゆるく膨らむ深鉢形土器で

ある。沈線区画の磨消帯で口」字、曲線的な文様が展開する。地文は LR(縦回転)単節斜縄文で

あるo 7は口縁部、底部欠損の深鉢形土器であるoRUの撚糸文である。 8は深鉢形土器の胸部で沈

線区画の磨消帯で IJJ字状に文様が展開する。地文はR{~の撚糸文である o 87 e 88は覆土から出

土した。沈線区闘の磨消;詰:によって文様が施される。

石器(第77 • 80図)

8 • 51は覆土から出土した。 8は磨製右斧、 51は磨石である 0

6号住居跡(第8図)

調査区の南端で検出された。

プランは径3.5mの円形を呈する O 確認面からの深さは 10cmで壁は斜めに立ち上がる O 南西部は

-348 
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ゆるく傾斜し削平さ

れ壁の違存は不良で

ある。ピットは 9個

検出されており、主

柱穴は掘り方のしっ寸

かりした 5個であ

る。炉は新!日二期検

出された。 1期-北

東部に位置する古い

炉である。土器埋設

部、掘り込み部から

なる O 土器埋設部に

は深鉢形土器の胴部

が埋設される O 掘り

⑪ 
亡這 。11

ペ〆
、¥

込み部上面には!擦が A 1_ n A' /η2  .:_:_ 3 

4僻認められるo廃一「一一一一一一一 一「一六rム~
棄後貼床されてい旦 妥;EEEf土 旦 38印

るo II期一南東部に

位置する O 土器増設

部、掘り込み部から C 

なり、壁に接してい

る。埋設土器は、 I

期炉土器の一部を再

利用している。床面

は平坦であるが軟弱で、ある O

出土遺物

土器(第 52園)

第1閤黄褐色土
EJ3830m 

。
第8図 6号住居跡

1m 

9は 1.豆期炉埋設土器である。口縁部、底部欠損、桐部が膨らむ深鉢形土器であるO 沈線区画

の磨消帯を「コ」の宇状に大きく横方向に展開している。地文は LR(縦回転)単節斜縄文であるO

石器(第 77図)

9は覆土から出土した磨製石斧で:あるO

7号住居跡(第9図)

調査区南側で検出された。

351 



プランは長軸 2.9m、短lji出2.5mの楕

円形を呈する。確認面からの深さは 20

cmで壁は斜めに立ち上がる。ピットは 12

個検出されているが主柱穴は不明であ

るO 炉は中央東側に位置してし必。土器

埋設部、掘り込み部からなり、土器埋設

部には深鉢形土器が埋設されている。掘

り込み部内には炭化物@材が多く認めら

れる。周辺は火熱を受けて赤変してい

る。

出土遺物

土器(第 52 • 66図)

10は炉埋設土器である。沈線区画の磨

消し帯を横方向に大きく展開し、 4ケ所

に楕円文を配し刺突文を施している。地

文は RL (斜回転)単節斜縄文である O

89 • 90は覆土から出土した。沈線区頭

の磨消帯で文様が施されている O

8号住居跡、(第 10図)

調査区南部で検出された。

プランは径 3.4mのほぼ円形を呈す

る。北東部は撹乱で一部壊されている O

B 

A 

Gゑ

⑨ 

れ d劃
f!J)12 い区/

C' 

全38.60m

つ山

第 1層 11白褐色土
第 2層明褐色土
第3層黒褐色土、炭化物混入
第4"脅 11tH昌色土、炭化物混入

E38.60m 

s第 1層
第 2層
第 3層 三-38.60m 

。 1 m 

B 

C 

9図 7号住居跡

確認面からの深さは 10cmで、壁は斜めに立ち上がる。ピットは 12儲検出されており、主柱穴は深さ

17 cm以上の 5個と思、われる。炉は中央南東寄りに位置している O 土器埋設部、掘り込み部からなり、

土器埋設部には深鉢形土器が二重に埋設されている O 周辺は火熱を受けて赤変している。床面は平

坦で堅く良好である。

出土遺物

土器(第 53鴎)

12 • 13は炉埋設土器である。 12は外側の土器で、上半欠損の深鉢形土器である O 地文は LR(縦

回転)単節斜縄文である。 13は内側の土器で口縁部が外反する深鉢形土器である。口縁部は磨消無

文帯で、頚部に一条の沈線が周る。腕部は沈線区画の磨消帯が施されている。地文は LR(縦回転)

単節斜縄文である。 14は覆土から出土した丸底を呈する浅鉢形土器で、ある。口縁部に把手がついて

いた痕跡がみられるo 1二!こi央lこ円形刺突文が配され、休部には沈線区画の磨消帯で IJJ字状に文様が
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施される O

9号住謄跡(第 11図)

調査区南側西端部で検出され

fこO

プランは長軸 3.4m、短軸 2.9

mの椿円形を呈する。確認面から

の深さは 15crnで、壁は斜めに立ち

上がる。ピットは 6個検出されて

いるが主柱穴は不明である O 炉は

不明であるが、中央部に少量焼土

が認められる O 床面は平坦である

が軟弱であるO 出土遺物はまった

く認められなかった。

10号住居跡(第 12図)

調査区中央南側で検出された。

プランは径 3.0mの円形を皇す

る。東壁は撹乱により壊されてい

る。確認、聞からの深さは 17crnで 旦
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第10図 8号住居跡

平坦で堅く良好であるO

出土遺物

土器(第 53 • 66図)

15は炉埋設土器である。口縁部、底部欠損の深鉢形土器である。頚部に一条の沈線が周るo RL 

(縦回転)単節斜縄文であるo 9は覆土から出土した土器片であるO

11号住居跡(第 13図)

調査区中央西端部で検出された。
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m
煽り込み内に火熱による鍵

土が令体に認められる。地

"":11
1と足tわれる。床面は宥

千1"1凸があり軟弱でおる。

出土漬物

土醤 〈第師国〉

9宮-1闘は司E土から出

tした.世 ~剖 ・明-

t曲目祖;線区画の理事刑務会

ぬすも町で、 95・96は蝉

例ti干にかl突文が純gきれてい

A -

品。

石総 {議開図〉

52 ，~摺土から出上した

晦石である.

ほ号住居a (lI! 14図〉

調l!1X中央闘1で倹tl!された.

プランlま径3.2mのほぼ1'11酵をh止する。北西部は2サ土舗がliilり込まれ鳩されている。価lt:，iliiか

ヨ島日図 9号包I%fJI

。

らの却さは M冊で援は斜めに広告上がる。ピッ トは大小 18例検出され宅住穴は盟主下をめぐる深$

15酬以上の8倒と.IJ.I.われる。MはlI!側に位向する。石IJ!(上骨量タI!紋仰とj回り込み篤からえ三る。石凪.l:

:.哩政調匹には上部欠舗の線跡形よ泌が斜めに坦設されている。また右閣の艇は、娼り込み却との嶋

にある2舗が特に大書‘、.~.，辺U火焦を受けて.!'変している. 体面IUH二凹凸があるが笠<.QI(で

ある.

也が車輸

土鯵 〈第53図}

16 l:t炉埋設土器である。上高11欠網の深鉢l!>土器で胸部日札制以酬の"'1同情で文僚が他される。地
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文はRL (縦回転)単節斜

縄文である。上部は二次北

熱奇受けて赤変 し、 もろ

も、。 A 
n 、

13号住居跡 <ll¥15図〉

調査氏自中央部で検出さ

れた。

プランは後 2.3 回申例 Jf~

を去する。縫M!.uuから申""

さはは叩で燃は斜拍に立

も上がる。ピットほ北~$

に4倒検出されているが主

柱穴については不明であ

る。炉は東側に償問躍してい

る。土器製設郁と織り込み

剖1か らなり、 頭側に燐す

る。土お塑投3sιは上半欠

1ftの官事鉢~上昔話そを埋股 L 、

隔り込み部との境4ζは様，.，

組んでいる。周辺は火熱を

受けて亦算している。旅面i

はばぽ平閣で竪く良好であ

る。

出土遺物

土器 (-;恒例閣〉

17はよ手 ・底部欠視の

伊望書設土~~である。 地文は

Ll;のl胤舟文である。

1 4 号住居跡 〈買~ 16図〉

A -

A 

c 

i開資限中央部で検出された。

第121i!l

今

z三ユ3掬$.“M

難jL胤削船人

出戸合五位:払富士制入
g;Z Z量産L枇州民λ

。 a 自由
10号住居跡

西側半分は昭和47年度に調査されたS331l0A.B住居跡で、 A 

住居跡めかは定観されている。今回目B(主賠跡の東半分が明らかになり H号住居跡と した。

プラ yは後3.30:祉の"鱒問形をftiずる。織緑樹からの深さは l~ 岨で盟主は斜めに立ち上がる。ピγ

ト品8倒倹出され、 ε巨峰穴は盟主下を胎lる6舗と恩われる。炉は東側に位促している。土器甥殺害事と
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掘り込み部からなり、土器

埋設部には口縁部、底部欠

損の深鉢形土器が埋設さ

れ、周辺は火熱を受けて赤

変している O 床面は平坦で

堅く良妻子である。

出土遺物

土器(第54 • 66図)

18は炉埋設土器で口縁

部、底部欠損の深鉢形土器

である O 地文は LR (縦四

転)単節斜縄文である O 上

部は一次火熱で赤変してい

る。 104'"'-'107は覆土から

出土した。沈線区画の磨消

帯で文様を施している。
8 

石器(第77図)

12は覆土から出土した

縦型石匙である O 石質は寅

岩である。

15号住態跡(第 17図)

調査区中央部で検出された。

<cI 

〔
山

A 
A' 

ヘ~ -37.ωm 

~ザJニエア訂層黒福色土、焼土混入
38.40m B' 

¥粘質/土 。 1m 

描第第第231層間層胆 黒褐色1、炭化物、 焼i混入

4 黄褐色土、粘質土混入

第13図 11号住居跡

プランは径4.4mの円形を呈する。確認面からの深さは 25crnで、壁は斜めに立ち上がる。南西部は

撹乱のため一部壊されている。ピットは 33個検出されており、主柱穴は壁下を周る深さ 30crn以上

のものと思われる。炉は東側に位置し、新旧二期検出された。 1期一北東に位置する古い炉である。

土器埋設部と掘り込み部からなる。土器埋設部には口縁部、底部欠損の深鉢形土器が埋設され、周

辺は火熱を受けて赤変している。廃棄後にきれいに貼床されている。 11期-1期炉の南東に位寵す

る。土器埋設部と摺り込み部からなり深鉢形土器が埋設されている。周辺は火熱を受けです、変して

いる。床面は凹凸があるが堅く良好である。

出土遺物

土器(第54~) 

19はI期炉埋設土器である。口縁部、底部欠損の深鉢形土器で地文は R{~の撚糸文であるO

16号住居跡(第 18図〉

356 -



E暗奇区中央覇軍で検出さ机

1， -・
プランは符2.6mのほぼ

円形を製する。航i21暗から

のi軍さは 10酬で量産は斜め

に立%上がる。ピット 1:16 

例検出されて必り型!Fに

治、て腐る b町がl'い.主

住穴柑不明である。炉は9

号土噴によ今て増されτお

り不明であるが、 火執~受

けて部変する鈎ffib(認めら

れる。床面は平明であるが

や φ枚弱である。

出土温鞠

土重量 〈第届悶〉

108・109は榎土から出

土した。 税;線区闘の脳;rmf
Mよゥて文織が純i~ れてい

る。

右鋸 (~再打開〉

日はtII土から出tL.1<

緩慢石匙である.石賞品“

おで晶る，

刊号住居跡 〈買1)9閲〉

A 

且

，、

..Il ;)1" 1 司~ iII色r.， ，尾上・" ・ム t~(ðtA. l :f りかある

~てご二三ー ι 七一一
c 

第14図 121事住庖跡

湖南区中央)i:!stIJで倹出された.

<::3・.7幅

。
1. 

プうンは長軸 6.5 曲、民i柚 6m申4に恒輔PJ形を唱する。.1:取りの刊I.~lのため週土が削られ、 一部噌

がh掘されている。繊4車両からの深志は 15岨で援は斜時に立ち上がる。ピヲ トは 31鰯検出されてお

り、主住穴は深さ却帽以上司 H偶と忽割れる。炉は耐"に位置している.土審理投書草と緬り込み

鰍からはるが、掘り込み舗の人，!'U11号土植に檎善社ている.土ZI哩oltlll!に陪騎蹴の膨らむ様跡JU

土裁が埋it~きれている.刷辺It火摘を受け券変している. 1本líû'~'1'坦で竪く良金子である。

出土遺物

土器 〈第54・6611則}
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20は炉甥投土総である。ロ縁部、 極主部火恨の深

鉢形j工務でIi!!文はR悼の燃糸文である。110-

112は樋土から出土 した。沈線区蘭の暦?円端、滋 A 
糸文俗どが施される。

18号住居跡 (第 20陶〉

2瑚i'<1正中央部東焔で検出された。止取りの慣苦L 阜

のため現止の一部が時'1られている。

ずラ YI~長制 5.210， ~納 4.9 mの締阿形をEa A 

する。峨認而から白滞主 I~ 25 咽で量産は斜ふうに~t

ち上がる。京間部設は8号土拡によ勺て切られて

いる。ピv トは24個般出事れており、 t軍事35岨

以上の8側がま続穴と思われる。炉はi剥西寄りに

位f目する。石闘士総理量殺偲と掘り込み罰iからな主

る。石凶土i!ii邸投悠には口緑郎、旗揚欠損のi1Ii跡

j醇よ器が線設されている。石閉め蝶申一部は依主主

JIl(られている。刷辺は火熱を受けて亦変してい

る。床部は半島日で!![く良好である。

出土遺物

土器 (第54・67図〉

想Il!I ，島色1，
省管 t}~ 剤耐色土

第拘留 13骨性信鯵

員f

五

.. 
鎌田m'-'

<OI婚純血土

s 38曲仰旦'

。 l佃

21は炉唆設土様である。 LJ縁部、綾部欠JfI町深梓形土器で地文はRLRのIJi節斜縄文である。上

3ßは二次火剤で亦!c1している。 1 1 3- 121 は穏土からt.~:tした。いずれ、沈線区輔の噂消郁で文隙

が施されている。

石器 〈第 77悶〉

H ・l5は鑓土から出土した。 14はツマミ都分が欠如する縦型石匙である。 時は煩認と.'.!!われ

る。両方と も貰掛である。

刊号住居車部(第211濁}

調進区中央部で験出された。商問:&は土病状の帰り込みと重能しており、本快勝紛が新しい。

プランは後4.5mの阿形を呈する。 揃埴車部からの深さは約 15酬でほは斜めに立ち上がる。ピヲ ト

は71臨検出されている。ヱ.tt1¥I1"Jj'中触線上西側申告罷d65仙のピット、 さらにが轡段式絡をはさん

で対面している深さ 58棚、 68 帽の ピァト 3倒である。炉は東側に位置している。土~~~聖設部、術り

込み揖器、締り込み偲からなりll!!聾に111している。 土器鹿設剖1には阪商事が欠{目する線跡形土器が纏設

されている。周辺は火熱を安吋て耳、演している。床面は平担で襲〈良好で6.>る。

出土遺物
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土器(第 55 • 67図)

23は炉埋設土器である。

口径 28cmで、胴部が膨らむ

深鉢形土器である。口縁部

は磨消無文帯で、地文は

RL (縦回転〉単節斜縄文で

ある O 縄の結び毘がみられ

る。 122'"'-' 130は覆土から

出土した。沈線区画の磨消

帯で文様が施されるo 124 

は刺突文が施されている。

石器(第77 • 80図〉

16 '"'-' 18 • 53は覆土か

ら出土した。 16は石鎖、 17

は縦型石匙、 18はへラ状石

器である。いずれも頁岩で

ある。 53は磨石である。

20号住居跡(第 22図) B 

調査区中央部で検出され

fこO

プランは11:2.7 mの円万三

を呈する。確認、面からの深

。

7 

A.，許~: 38.60m 

炭化物・ローム粒子混入 V2~ 

明r一一一 1ミゴゾ

16図 14号住居跡

さは約 7cmで、壁は斜めに立ち上がる。ピットは 14個検出されているが主柱穴は不明である。炉は東

側に位置しているO 石間土器埋設部と堀り込み部からなり、上半欠損の深鉢型土器が埋設されてい

る。礁はほとんど抜き取られているが堀り込み部との聞に百傑3個が組まれている。周辺は火熱に

より赤変している。床面は平坦で堅く良好であるO

出土漬物

土器(第 54図)

22は炉埋設土器である。上半欠損の深鉢形土器で地文は RL(縦回転)単設斜縄文である。全体に

一次火熱による赤変が著しし )0

21号住居跡、(第 23図)

調査区中央部で検出された。

プランは長軸 2.3m、短軸 2.0mの楕円形を呈する O 土取りの撹乱、住居跡を切る 2・3号土騒に

n
u
d
 



より東@西@南は壊されている。確認街からの深さは 10cmで、控の北側は斜めに立ち上がる。ピット

は北側に 4個検出されているが主柱穴は不明で、ある O 炉は中央東側に位置している。土器埋設部を

除き 3号土墳に壊されている。土器埋設部には深鉢形土器の破片が認められている。床面は平坦で

堅く良好であるO

出土遺物

土器(第67図)

137は覆二とから出土した。沈線区画の磨消帯で文様が施されている 0

22号住居跡(第24図〉

調査度中央部で検出された。

プランは長軸4m、短軸 3.1mの楕円形を笠するO 土取りの撹乱で覆土が大部分削られており、壁

の立ち上がりも皿状に残る程度である。ピットは壁下に沿って 9偲検出されているが主柱穴は不明

であるO 炉は南側に位置しているO 土器埋設部と堀り込み部からなり、土器埋設部には上部欠損の

深鉢形土器が埋設されている O 周辺は火熱により赤変している O 床は堅く良好で、ある O

出土遺物

土器(第 55密)

24はが;埋設土器である。底部を除く大部分が欠揮している O 地文は RL(縦回転)単節斜縄文であ

る。二次火熱を受けて赤変している。

23号住居跡(第 25図〉

調査区中央部西側で検出された。

プランは長軸 5.3m、短車由4.3mの楕円形を呈する。北側は 27号住居跡に切られているO 確認、聞

からの深さは約 15cmで、壁は斜めに立ち上がるO 炉は新旧三葉~検出されている。 I 期一中央南側に位

置する最も古い炉である。土器埋設部と一溜り込み部からなり、胴下半が欠損する深鉢形土器が埋設

されているo rr期-I期炉の北側に位置する二番目に古い炉である。土器埋設部と堀り込み部から

なり、底部、上部欠損の深鉢形土器二個体が埋設されている O 盟期-rr期炉に貼床後に堀り込み部

の一部を壊して作られた最も新しい炉である O 土器埋設部と堀り込み部からなり、上半、底部欠損

の深鉢形土器が埋設されている O 堀り込み部底部には!擦が数個認められ、堀り込み部壁は石組で

あった可能J性もある。 I，..._，頂期炉屑辺は火熱を受けて赤変している O 本住居跡はE期炉から班期炉

への移行時に北東部を拡張した痕跡がピットの配列から考えられる O ピットは中央部壁下に沿って

21個検出されているo I • rr期にともなうピットは、南西部底下に沿って周りrr.頂期炉の間を周

るものと思われる。盟期炉の時期には外側に深さ 9cm、 9cm、 7cmのピットを堀り、拡張したこと

が考えられる O 床面は平坦で堅く良好で、ある O

出土遺物

土器(第 55 • 56 • 57図)
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251まlJOI炉、26・27はE蹄j柄、

鵠はmJOI炉の瑚投土器である。 25 .. 

は胴下半が欠mずる~鉢形土;揖でお

品。ゆるい波状口総をなし口縁側は

磨f問慨文部で晶る。沈線区画の1脅消

干特で文械を施し、血事消節目ほこ列に

jj，1j突文が鈍される。 地文ほ LR(:縦

回転〉単節斜縄文である。 26・27

はJ:. ・ 下半'"欠鎖する~鉢形土器で

地文は 26が RL (縦回転)、 Ziが

しR(縦回転〉即節$'1鈍i文である。 28

は上平、 ~Mが欠鎖する深鉢J~土;r，_{

である。 制俸にはttllil区l山1の務消帯
A 

がi斑状に施される。 地文は Rし {縦

回転〉単節制縄文でおる。 20は沼畑l

t:ii踊1・9込み部から出土した。 よ ・下
~乏が欠l買する深鉢l静上総でt古車の俗

いヰl状縄文が鈍されている。 132-

139はl!!;!;から1111:した。いずれも

枕制区画の泌消mで文t暑が施されて

いる。 139はt.t!緑区画の外側に円形

劇l衆文が配列される。

石器 {第 78・制 l濁〉
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書官18図 16号住居跡

19 ・ 制 ・ 日 I~l国土から出土した。 19 はH毒事国石斧、 54 は府石、 55 は< ，まみ右である。

剖号住帰跡 〈第26凶〉

調査区lt班闇S't'検出された。 26帯住居跡に切られている。

プラシは長軸<I.2m、煩柚3.8川町不蝦附1'1俗奇21る。土取りの続乱のため視土が人官t分削られ

ている。皇置は桟<1皿状には 。ている。炉は肺認できえまかゥた。床は~~凸があり軟弱である。

25号住居跡 〈第27凶〉

純資区北東部で般的された。北東部はこl・1臨りの割世話正、東側は6・?号:土壇によって塙されている。

プランは前北3.5m、理~~は不明であるが情円形を呈すると思われる。穣!l!窃からのt軍事は9 仰

でi軍は斜めに立ち上がる。ピットは蛍下に沿勺て9倒検出されており、深串 25cm以上田ピットが主

柱穴と。惚われる。炉同西舗に位慣している。石随土:r.I粗設部と石組制り込み剖iからえよる。石凶土器
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埋設部の!擦は一重にまわ

り、下半欠損の深鉢形が倒

立して埋設されている。周

辺は火熱で赤変している。

石組掲り込み部は前 e側壁

に巨礁を組、聞に挙大の際
B 

を組んでいる O 礁の一部は

抜き取られている。床面は

平坦で堅く良好である O

出土遺物

土器(第56o 68図)

30は炉埋設土器である。

下半欠損の深鉢形土器であ A 

るO 口縁部は磨消無文帯

で、 1ケ所から沈線区画の

磨消帯が舌状に施される。

地文は RLRの複節斜縄文

である。 140~ 147は覆土

から出土した。沈線区画の

A 

@ 。20
S 

_t;_ 38.80m 

主
弔
問

u

υ| 
第 l層褐色土

12_' 38.20m 

。 1 m 

-368-

磨消帯で文様が施され、 143は無文帯に刺突文が施される。

26号住居跡、(第 28図〉

調査区の北東部で検出した。

プランは長軸 4.5m、短軸3.8mの不整楕円形を呈する O 確認、面からの深さは 16cmで=壁はほぼ垂

直に立ち上がる。壁 FIこは南東部を除き周溝が局っている。ピットは 18個検出されており、壁下に

沿って局る深さ 47cm以上のものが主柱穴と思われる。炉は新旧二期検出されているo 1期一南西に

位置する古い炉である。土器埋設部と堀り込み部からなるが、埋設土器はつぶれて破片になってい

る。廃棄後に貼床されているO 宜期 1期炉の東側に位置する。土器埋設部と掘り込み部からなるO

土器増設部には深鉢形土器の嗣部を理設している O 周辺は火熱を受けて赤変している。床面は平坦

で堅く良好である。

出土遺物

土器(第56 • 68図)

31 • 32は I期炉の埋設土器であるo 31は上@下半欠損の深鉢形土器で、胴上部は LR(縦回転)

単節斜縄文、下部は縦方向にカキ目を施している。 32は胴部の膨らむ深鉢形土器で、沈線区画の磨

日

ム寸べ〉/ '_一二三アー

第 1層黒褐色土、粘性強い
第 2}留 黄褐色土、粘性強L、
第3層褐色土、粘性強い

第22圏 20号住居跡

一一一てこ 1
・τ
i
e
q
d



消帯で文様が施され

るO 地文は LR (縦

回転)単節斜縄文で

ある。 33はH期炉埋.

設土器である O 上@

下半欠損の深鉢形土

器で、沈線区画の磨

消帯が IJJ宇状に展

開する。地文は LR

(縦回転)単節斜縄

文である。 148，-._.， 

153は覆土から出土

した。沈線区画の磨

治帯で文様が施され

る。

石器(第 78図)

20 • 21は覆土か

ら出土した。 20はへ

ラ状石器、 21は掻器

である。石質は頁岩

である。

第 1層
第 2層

27号住居跡(第 29図)

第 l層
第2層
第 3層

第23図 21号住居跡

3号土綴

調査区中央部西側で検出された。南側では 23号住居跡を切っている。

~' 38.20m 

。 1 m 

プランは長軸 3.4m、短軸 3.2mの楕円形を呈する O 確認面からの深さは 18cmで、壌はほぼ垂・誼

μ立ち上がる。ピットは壁下ι沿っ C14個検出されているが主柱穴は不明である。炉は東側に位置

している O 土器埋設部と堀り込み部からなり、上半欠損の深鉢形土器が樫設されている O 土器埋設

部と堀り込み部の間には 3個のi擦を組んでいる O 周辺は火熱を受けて赤変している。床は平坦で堅

く良好である。

出土遺物

土器(第57 • 68図)

34 は炉;埋設土器である。深鉢形土器の底部で地文は R{~ の撚糸文である。二次火熱で赤変してい

るo 154，-._.， 159は覆二とから出土した。沈線区画の磨消帯で文様が施される。 159は沈線上に刺突文が

施されている。

369 -



若器(第80図)

56は覆土から出

土した磨石で、ある。

28号住居跡(第

30図)

調査区中央、北西

部で検出された。

プランは長軸 4.9

m、短車由 4.6mの楕

円形を呈する O 確認、

面からの深さは 17

cmで壁は斜めに立ち

j二均三るO ピットは 15

個検出されており、

主柱穴は控下に沿っ

て周る深さ 25cm以

上のものと思われ

るO 炉は新旧二期検

出されているo I期

中央部に位置する

古い炉である O 土器

。5

第 l層渇色土

。

第24図 22号住居跡

A' 
38.90m 

1m 

埋設部と掘り込み部からなるが埋設土器は抜き取られており認められなし )0 宜期 I期炉南東部に

位置するO 土器埋設部と掘り込み部、掘り込み部からなり壁に援するO 土器埋設部には口縁部、下

半欠損の深鉢形土器が樫設されている O 周辺は火熱を受けて赤変している O 床面は平塩で堅く良好

である。

出土遺物

土器(第57 • 68図)

35はE期炉埋設土器である O 口縁部は磨消無文帯で室長部に一条の沈線がまわっている O 地文は L

tの撚糸文である。 160'""'-'165は覆二とから出土した。沈線区画の磨消帯で文様が施されている。

29号住揺跡(第 31図)

調査区中央、北西部で、検出された。

プランは長軸 4.4m、短軸 3.8mの隅丸方形を呈する O 確認、面からの深さは 28cmで、壁は斜めに立

ち上がる O 覆土中、床面には焼土が厚く堆積し、炭化物 a材が壁際に多く認められることから本住

-370 
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しノ

A 

G 

正一---- ，-12 

第 l層
第 2層

(撹乱)

A' 38.30m 
二フ

居跡は火災住居と思われるO ピットは主に壁下に沿って 14偲検出されており、主柱穴は壁下に等間

隔に配される深さ 38cm以上のピットである。炉は中央南に位置している O 石岡土器埋設部と掘り込

み部からなる O 石囲土器埋設部の礁は二重にまわり、下半欠損の深鉢形土器が埋設されている。周

辺は火熱を受けて赤変している。床面は平坦で堅く良好である O

出土遺物

土器(第 57 • 68図)

37は炉埋設土器である。口縁部がゆるく外皮し、胴部が膨らむ深鉢形土器である O 口縁部は磨消

無文;53マ地文は LR(縦回転)単節斜縄文である。 36 • 166 "'-' 169は覆土から出土した。 36は台付

-372 



鉢形土器の台部である。 4単位の土器で楕円形の透しが4ケ所に付され、透し間の磨消帯区画内は

刺突文が充填している。 166------169は沈線区闘の磨消帯が施されている。

30帯住居跡(第 32図)

調査区の北部罰側で

フプ。ランは:長長軸 6.8m、短軸 5.8mの楕円形を呈するの確認聞からの深さは 30cmで、壁は斜めに立ち

上がる。炉は新旧三期が検出された。 1期一中央部に位置する最も古い炉である O 土器埋設炉で臼

縁部欠損の深鉢形土器が理設されてし情。 II期-1期炉東南に位置する O 土器埋設炉で上@下半欠

損の深鉢形土器が埋設されているO 直期-II る。土器埋設部と掘り込み部、掘

り込み部からなり、東援に接している。土器埋設部には深鉢形土器が埋設されている O また周辺に

は磯が数個認められ、当初は石閤土器埋設炉の可能性も考えられる。 1------直期炉の周辺は火熱を受
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黄褐色土
黒褐色土
褐色土、焼土混入
II(i-掲色土、炭化物混入
炭化物層
焼オ二

第1層
第2層
第3層
第4層
第5層
第6層

38.80m B' 

ゾーJ
B 

1m 。
27号住居跡第29図

ピットの喜己:1IJからけて赤変している O 炉の移築にともない注居跡の拡張が行なわれていることが、

推測できる O ピットは総数36個検出されており、大別すると壁下に沿って潤るもの、その内側を周

るものとに別られる。内側を周るピットが 1.耳期炉にともなうものと思われ、壁下に沿って周る

ピットが班期炉にともなうものと思われるO すなわち皿期炉の時期に炉の移築とともに住居規模を

一回り大きくしている O 床面は平坦で堅く良好である O

出土遺物

土器(第 58 • 69図)

38は I期、 39はH期、 40は皿期炉の埋設土器であるo 38は口縁部、底部欠損の深鉢形土器で、

沈線区画の磨消帯が施される。地文はRL(縦回転〉単節斜縄文である。 39は下半が欠損する深鉢形

に
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土器で沈線区画の磨消帯が IJJ字状に展開する。地文は L {~の撚糸文であるO 下半は縦にカキ目痕

が施される。 40は口縁部欠損の深鉢形土器で、沈線区画の磨消需が IJJ字状に展開し、小さな楕円

区画内には円形刺突文が施される。 j古文は R{:の撚糸文である。 170r._， 188は覆土から出土した。沈

線区画の磨消帯が施される。 180r._， 182 • 186 ----188は刺突文が施される。

石器(第 78 • 80図)

22 • 23 窃 57 • 58は覆土から出土した。 22は石鋭、 23は磨製石斧、 57は石IIIlの破片、 58はくぼ

み石である O

'-'¥第4層 福色こと ~ 
第 1層 1I('rr品色土、焼土・炭化物・ローム粒子出入第 5層 黒褐色土、炭化物・焼土混入一 Ir 
第2層黒溺色土 第6層黄褐色土 UI I .， 

A 第3層階色土、炭化物・ローム粒子混入 第7層赤褐色土、焼土・炭化物混入 ~38.60m 
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5 5 3 ¥..._../ ¥ I 
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S 38.40m第1層 黒褐色土、炭化物・焼土混入
J 三 ハ「十」一一一一一一 第2層 fM邑土、炭化物・焼土混入
一一「予γ一一寸l-j'γーア=- 第3層 11同色土、炭化物混入
ぶ¥ I ¥ 2 ¥ 1 ノS I I \え~ 1/，プ
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第31図 29号住居跡

31号住居跡(第 33図)
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調査区北部西側で検出された。

プランは長軸4.2m、位j~出 3.9 mの楕円形を呈する O 南側は 30号住居跡に切られている。確認面

からの深さは 25cmで壁は斜めに立ち上がる。ピットは 10個検出されているが主柱穴については不

明である。炉は新旧二期検出されているo 1期一古い炉で、土器埋設部と掘り込み部からなるが;埋

設土器は抜き取られており認められな(， ¥0 証期 I期が北東部に位置する。土器埋設部、掘り込み

部からなる。埋設土器は破片が認められるだけで他は抜き取られているようである。摺り込み部の

東側には巨!擦が組まれている。周辺、特に掘り込み部内は火熱により赤変しているO 床面は平坦で

堅く良好である O

出土遺物

土器(第 69図)

189 "-' 192は覆土から出土した。沈線区間の磨消帯で文様が施される。

石器(第 78図)

24は覆土から出土した磨製石斧で=ある。

32号住居跡(第34図)

調査区北部東側で検出された。土取り撹舌しのために覆土が全体に削られ壁が非常に浅くなってい

る。

プランは長軸 5.6m、短軸4.8mの楕円形を呈する O 確認、面からの深さは 10cmで=控は浅く、斜め

に立ち上がる。ピットは 23侶検出されているが主柱穴は不明である。炉は南西部に位置する。土器

埋設部と掘り込み部からなり、埋設土器は抜き取られており一部破片が認められるO 中央部には不

定Jf~の土境状のピットが認められるが住居跡を切る新しいものであるO 床街はMr日があり軟弱であ

る。

出土遺物

土器(第 69図)

193 • 194は覆土から出土した。沈線区画の磨消帯が施されてし九る。 193は磨消帯に京IJ突文が施さ

れるO 地文は撚糸文であるO

33号住居跡(第35図)

調査区北部東側で、検出した。

プランは径8.0mの円形を呈する。確認聞からの深さは 27cmで、壁はほぼ垂直に立ち上がる。炉は

南側に位置しており新旧四期検出された。 1期一最も古い炉で土器埋設部と掘り込み部からなる。

底部欠損の深鉢形が理設されているo II .置期 1期炉の南東部に移築された炉で土器埋設炉と思

われる。深鉢形土器が樫設されているo IV期 最も南に移築された新しい炉である。土器埋設部と

掘り込み部からなり、上@下半が欠損する深鉢形土器が埋設されているo 1 "-' IV期炉周辺は火熱で

赤変している。本住居跡は炉の移築にともない住居規模を拡張していることがピットの配列から推
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測できる。ピットは総数回個検出されており、控下に間隔を置いて掘り込まれるものと、内側にき

れいに馬るピットがある。内側を潤るピット列が 1'"'-'皿期炉の時期の住居跡と思われ、それより壁

際まで炉を大きくしたれr期炉の時期には壁下に配列されるピットがともなうものと思われる O 床面

は司王立lで堅く良野である O

出土遺物

U
T
Wけ川

g
g
.∞
的
|、∞

∞l 

こと器 (第 58 • 59 • 70図)

A二n …∞l-Sd.sum 

六 hyy;
A 

col 

Ili''i褐色土、炭化物・焼二1::混入
焼土
Ilii黄出色土、炭化物混入
褐色土、焼土混入
11白黄掲色土

第11'習
第 2層
第 3層
第 4隠
第 51脅

1 m 。
31号住居跡
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家34図 32号住居跡

G鈎

d: 
却ー冊m

て::;;>

1m 

41は E、42は目、刊はm、制はlV期が開設ニ1:.絡でぬる。4J_. 43 は下半欠!!lの深鉢:)~土2iIで、 ロ

総i略目指消費民文;ft?である。 ，'}はLHLの縦節制縄文である。 制はよ ・ 下半欠舗のi1Iij~Jf~土穏で品

る。地文はLR{綴回転}部節斜縄文である。195.....却11ま償土から出土 した.a線l瓦画面の府消宇野で
文織が胞されている。198・201・2制は*'1突文、 202は縦にS司令配給町iが織される。

石器 (第 781'矧〉

25 は償却街地、 部 I~ヘヲ状，'l;ï宮昔、 271~邸鍛石斧である。

土製品 (~臨時開〉

28は舟進不明の土製品で何事提状を製する。5<1になる4ケ所にlt.渇する孔がJ;<たれている。

-382-
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A A' 
_:_ 38.60m 

Q 

第第第第第第456123 阻層層層脳層 時l時暗時黄清褐色掃褐黄黄粘色色色色色粘土土ゴ土土土、、、、 炭炭炭炭化化化化物物物物温揖混混入入入人
盤雪盟陸型血盟

S 2 '-' 
v叫 N C0寸<1..(コ

5 踏憾路掠掠

B 
8' 
- 38.60m 

S 

2 S d 

C 
C' 
-=-38. 70m 

B 

g
o匂

QIU 
3~ 

第 1層 褐色土、炭化物・焼土ブロック混入
第 2層 褐色土、明褐色土ブロック混入

第36図 34号住居跡

-385-

。 1m 



34号住居跡(第36図〉

調査区北側で検出された。

プランは長軌 3.9m、短~!出 3.3 mの楕円形を呈する O 確認面からの深さは 25cmで、壁は斜めに立

ち上がる。ピットは壁下に小さなものが 14個検出されているが主柱穴は不明である O 炉は北、西側

に新!日二期検出された。 1期 北側に位置する古い炉である O 石国土器埋設部、石組掘り込み部、

掘り込み部からなり壁に接する O 石囲土器埋設部には、深鉢形土器が壊れた状態で出土している O

また、石到の!擦は二次的に動いたり、抜き取られているものもある O 石組掘り込み部は底部にi擦が

組まれている。廃棄後きれいに貼床されているo II期 西側に位置する新炉である O 石間土器埋設

部、掘り込み部からなる。石屈ニヒ器埋設部には上@下半欠損の深鉢形土器が埋設されている。石囲

の擦は東側に遺存し、他は堀り込み部に流れ込んでいるo 1 .宜期炉の埋設土器局辺は火熱を受け

て赤変している O 床面は平坦で竪く良好である。

出土遺物

こと器 (第 59 • 60 • 70図)

45は一期、 46はE期炉埋設土器であるo45は口縁部、底部欠損の深鉢形土器である。頚部に一条

の沈線が周り、日縁部は磨消無文;if;:である。地文は RLRの複節斜縄文であるo 46はLR(縦回転)

単節斜縄文である。 205，___212は覆土から出土した。沈線区画の磨消帯で文様が施される。 208は磨

消帯に料突文が施されているO

石器(第 78図)

覆土から出土した。 29は細身のへラ状石器、 30は掻器、 31は磨製石斧である 0

35号住居跡(第37図)

調資区北側で検出された。

プランは長軸 3.6m、短lp由3.1mの楕円形を呈する。確認面からの深さは 8cmで=壁は斜めに立ち上

がる。ピットは 7伺検出されており、深さ 21cm以上の 4個が主柱穴と忠われる O 炉は南側に位置し

ている O 石囲土器埋設部、堀り込み部からなる。礁、埋設土器は抜き取られており、数片が造有ーす

る。現辺は火熱を受けて赤変している。床面は平坦で、堅く良時ア、あろc

36号住居跡(第38図)

調査区の北端東側で検出された。

プランは径2.9mのほぼ円形を呈する。{確認面からの深さは 24cmで、 壁は斜めに立ち上がる。

ピットは 9個検出されており、深さ 12cm以上の 4偶が主柱穴と思われる。炉は南西部に位置してい

る。土器埋設部と堀り込み部からなり、上 e下半欠損の深鉢形土器が埋設されているO 周辺、堀り

込み部内は火熱を受けて赤変している。床面は平田で堅く良好である O

出土漬物

土器(第 60 • 70図〕
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B' 

8 

47は炉埋設土器である O

上@ド半欠損の深鉢形土器

され7こO

プランは長軸 8.5m、

で、地文は LR(縦回転)単

節斜縄文である。二次火熱

を受け赤変している。 213

た。沈線区画の磨消帯が施

短

，..._， 218は覆二i二から出土し

37号住居跡(第 39図)

されている O

軸 7.8mの楕円形を呈す

炭化物混入

ム 38.50m
第 l層
第2層
第 3層
第4層
第 5隠
第6層
第 7層
第8層

A るO 確認、面からの深さは 40

crnで壁は斜めに立ち上が

る。炉は南西部に位置し、

Eど38.70m

ム粒子混入

2 ¥ 1 ___"c一一===-5 ノv 
第 1層 Ill~褐色土、炭化物・焼土混入
第 2層褐色土、焼土混入
第 3層 明渇色土、炭化物混入
第4/'晋褐邑二!こ
第 5層明褐色土

新|日二期検出されている O

I期一古い炉で、土器樫設

部と掘り込み部からなる。

ニヒ器埋設部はH期炉に壊さ

れているが二個休分の土器

35号住居跡H 破片が埋設されている。

期 一回り大きくした新炉である O 石囲土器埋設部と石組掲り込み部からなる。石間土器埋設部に

は上@下半欠損の深鉢形土器が理設されており、!擦は一部抜き取られているが二重になっている。

ピッ本住居跡は炉の移築にともない住居規;慎を拡張していることがピットの配列から推測できる。

トは総数63個検出されている。大別すると壁下を周るピットと、若干内側を周るピットがある。内

側を周るピットは I期炉堀り込み部のちょうど外側に配列されることから I期にともなうものと思

われ、壁下を周るピットはH期炉拡張にともなうピットと居、われる。床面は平坦で堅く良好である O

出土遺物

土器(第 60 • 70 e 71図)

48 • 49は I期、 50はE期炉埋設土器である。 48 • 49は破片で、 48はRLR複節斜縄文、 49は

RL (縦回転)単節斜縄文であるo 219，..._， 233は覆土から出土した。いずれも沈線区閣の磨消;帯で文

様が施されるが、 221，..._， 225は磨?開幕に円形、楕円形の刺突文が施される。 219は縄の結び目が明瞭

口

o
qδ 



に表われている。

石器(第79 • 80図)

覆土から出土しているo 33 • 

c
一

⑪ 
7011  

C
一B¥ 

34図は磨製石斧である。 59は両

土取りの撹舌しのため覆土は削られ

プランは長輸 4.6m、結紬 3.5

面、 60は片面使用のくぼみ石であ

mの楕円形を呈する O 壁は削られ

調査区北端閲側で検出された。

38号住居跡(第40l翠)

ている。

る。

ほとんど不明であるが、わずかに

..6.' 38.70m 

11自褐色土、黄色土・炭化物混入
11音褐色土、炭化物混入

第 11語
第 2層

A 

東壁が遺存している。ピットは 10

個検出されているが主柱穴は不明

である O 炉は中央東側に位置す

B' 
二38.70m

5 

2S る。土器埋設炉で、上@下半欠損の

探鉢形土器が埋設されている。)首

層
層
層

F
b
n
O
門

i

第
第
第、

1
ノ混

同日田一多物
入
化
混
入

炭
ク
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・
ッ
物

ク
ロ
化
入

ツ
ブ
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ロ
土
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ブ
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土
化

土
褐
焼
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司

t
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日
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'
t
A
口
号
、

、
、
土
土

土
土
色
色

色
色
褐
褐

褐
渇
明
暗

6 

第 1層
第 21習
第 3層
第 4層

辺は火熱により赤変している O 床

面は平坦であるが軟弱である O
C 

出土遺物

土器(第 61図)

51は炉埋設土器である。上@下
1 m 。

半欠損の深鉢形土器で、地文は

舟

mu
ロ
ル
払居住口守ハh叩〔ゴRL (縦回転)単節斜縄文である。

石器(第79図)

35は覆土から出土した。 t蚤器と思、われる。頁岩である。

39号住脂肪、(第 41図〉

調査区の北部西側で検出された。

ピッ確認面からの深さは 8crnで、壁は斜めに立ち上がる。プランは箆 2.7mのほぼ円形を呈する。

る。土器理設部と捕り込み部からなり、トは 4個検出され主柱穴と思われる。

く良好である O深鉢形こと器が塩設され、周辺は火熱を受けて赤変している。

-388-
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第40図 38号住居跡

土器(第 61 • 71図)

52は炉;埋設土器である。下半欠損の深鉢形土器で沈線区画の磨消帯が IJJ字状に展開する O 地文

はLR(縦回転)単節斜縄文である。 234'"'-237は護士から出土した。 234'"'-236は沈線区画の磨消

帯が施され、 236は京Ij突文が施される。 237は櫛状工具による流水状の文様が施されている O

石器(第 791盟)

36は覆ゴこから出土した磨製芯斧で、ある 0

40号住謄跡(第 42図)

調査区北西端で、検出された。

391 -



プランは長軸 7.0m、短~由 6.4

mの楕円形を呈する。西側は斜面

になっており、覆土、壁は大分間IJ

平されている O 確認面からの深さ

は 70cmで監はほぼ垂直に立ち上

がる O 壁直下には北東部を除き周

溝が周っている。ピットは総数38

個検出されている O 主柱穴は掘り

方規模の大きい深さ 50cm以上の

ピットと思われる。炉はこケ所に

検出された。①南東部に位置し、

石囲土器埋設部と石組掘り込み部

からなる O 右四土器埋設部は!擦が

円形にきれいに紐まれており、下

半欠損の深鉢形土器が埋設されて
A 

いる。周辺は火熱で赤変してい

るO 石組掘り込み部は前、側壁に

擦がきれいに組まれている O ②、
B 

①炉のl同白線上3.2mのところに

位置する O 土器埋設炉で下半欠損 C 

の深鉢形土器が埋設されている O

周辺は火熱で赤変している。床面

は平坦で竪く良好で、ある。

出土遺物

土器(第61• 62 e 71~73図) 第41[雪

c' 

[3' 

'，，'1-

11古褐色土、焼土フロック混入
11音褐色土、炭化物・焼土フロッグ混入
焼土

第 1層 褐色土

。
39号住居跡

8' 
38.40m 

~ 38.40m 

1m 

53 e 54は炉埋設土器である。 53は口縁部、下半が欠揮する深鉢形土器である。沈線区間の磨消

帯が IJJ字状に横方向に展開するO 地文は LR(縦回転)単節斜縄文である。 54は桐下半が欠損す

る深鉢形土器である O 沈線区画の磨消帯が IJJ字状に展開する。地文は L {~の撚糸文である。 55 は

覆土から一括出土した深鉢形土器で、ある O 口縁部は磨消無文帯で頚部に一条の沈線が周っているO

地文は LR(縦回転)単節斜縄文である。 238~ 267は覆土から出土した。沈線区画の謄治帯で文様

が施される。 249~ 254、265~ 267のように刺突文が施されるものもある。

石器(第 79e 80図)

護士から出土した。 37は有茎の石鎮で基部にアスフアルトが付着している。 38は縦型、 39は横型
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石匙でみる.40・引はヘラ伏石Dである.

42は鑑獄、 43・44，参府間行停でめる.

61・62は軍事石、帥は両面{世mの(I;f'ら石
でおる。

土魁品 く第79悶〉

45は慣上から出土したm途不明の阿鰻
伏令室する.1<偏には向島長輔史文が擁さ

れ、 2ケ扇に貫通する孔.o'll'たれている.

41号住居跡 GIH3凶〉

刻奇I理lt笥織で検白書れた.

プラン(~良納 5.2 m、地i恥114.2mの締円

形を!珪する。硲誌面からの調書は23酬で

A 

@ 
h 
~ 

@ 

管理は斜めに立ち上がる。北西噌は削られて . . 
- ー 酒酎園町

不明である.ピヲ'は凶倒検出之されてい s _._ __ ーー_ "'.1._ ___.1・ ・E・I'!..l
寸...  ト、、V可"コ=-コr .2晴 男・I'!..l.割前'It・“

弘主佐久は娼り制大事〈いかりLた ~71唱Y 霊3言語Ef:主主主tE
深さ却個以上引舗と思われる・炉同断 言izzg??点、 鈴奇智詩LLRh人
1日二期抽出された。 11111-中火沼にl:tlllす B i J !WP胃褐ぞ a 

8' 
』

~守押...-一一て~を_.... _______-J ~38.・o.

h 土棚 酬と動的;c，"11M'惚められる 下.::::，.tーロヰ立三γfす~
が、 開設土総は1&草取りれ不明でlI)る。 D C 

制 l即l炉の瑚胤1161ζ移繍8札ている.土

稿用綾部と節り込み離からはり、1:.下半

欠峨由譲鉢影 t誌が坦投書れている.周辺

U火剤で時をLている.峠au早闘で曜く
.!itIfである。

出土遺物

土器 〈冒H2・73凶〉

5 P o .... 、o-n::. ， . 

。

!1145図 43号住居跡

国はnJCl1炉開設 L絡で品晶. t: ・ 下‘r欠慣の深跡形主総で、 地)((~ RI.Rの後節斜縄文である.

お8-宮72は苅士かり出Lした。鋭脇氏両白勝j商事軒で文織が崎容ねる.

石器 {第暗闇〉

柑 I~tl土から出土した. 踊誌とl!.lb抗る.

42号住居陣 〈第判図〉

興資区北西織で検出された.

プランは良納 4.6m、組11，11..5 m国情円形告患する。 倒総l固からの傑~(120 cmで廷は斜め1:.11.ち

ー 富野一

C'JMI白
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上がる。ピットは 12個検出されているが主柱穴は不明である。炉は南西部に位置する O 土器理設部

と掘り込み部からなり、深鉢形土器が埋設されているが小破片が多し、。周辺は火熱で赤変している O

床面は平坦で堅く良好であるO

出土遺物

土器(第 73図)

273 _.__， 289は覆土から出土した。沈線区繭の磨消帯が施される。 275_.__， 278 e 289は磨消帯に刺突

文が施されている。

石器(第 79図)

47は覆土から出土した。横型石匙である 0

43号住居跡(第 45図)

調査区北東部で検出された。

プランは長軸 3.1m、支豆軸 2.7mの楕円形を呈する O 擁認、聞からの深さは 15cmでミ壁は斜めに立ち

上がるO ピットは南西部に 6個検出されているが主柱穴は不明である。炉は東側に位援しているO

と掘り込み部からなり、深鉢形土器が埋設されている。周辺、掘り込み部底部は火熱を
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受け赤変してし 1る。床面は平坦で、堅く良好である。

出土遺物

土器(第62 • 74 [玄1)

57は炉埋設土器である。上@下半欠損の深鉢形土器である。地文は R {:の撚糸文であるo 290，....._， 

297は覆土から出土した。沈線区画の磨消帯が施されるo292は口縁部磨消;市に刺突文が施されてい

る。

44号住居跡(第46図)

調査i玄の北東部で検出された。

プランは長軸 3.3m、短軸 2.8mの楕円形を呈する O 確認、面からの深さは 12cmで壁は斜めに立ち

上がる。ピットは 5個検出されており、これが主柱穴と思われる。炉は南西部に位置する O 土器埋

設部と掘り込み部からなり、深鉢形土器の破片が認められる。土器埋設部と掠り込み部との間には

2偲の!擦が組まれている。周辺は火熱を受けて赤変している O 床面は平坦で堅く良好である O
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フうスコ状ピットー覧表

壊 口 部 墳 底 部

番号 深さ(cm) 出土遺物 犠 考
長紬(cm)短軸(cm) 平面形 長軸(cm)短軸(cm) 平面形

1 282 240 楕円形 266 252 楕円形 146 第75図296----301

2 115 100 楕円形 216 182 楕円影 132 

3 171 140 楕円形 145 円形 142 第第75 図図303--311 
76~322 

土境 表

規 模 (cm)
土墳番号 平面形 断面形 出土遺物 備 考

長 車由 短 事由 併、trr屯， さ

140 156 円 形 袋 状

2 106 88 19 楕円形 主品 状

3 112 98 41 楕円形 鍋 状

4 133 120 41 楕円形 主品 状

5 90 37 円 背5 鍋 状

6 151 118 53 楕円形 鍋 状

7 85 35 円 賢三 皇国 状

8 160 150 119 楕円形 袋 状

9 76 136 円 背5 間 状 第75図302

10 135 117 円 背5 袋 状

11 114 96 52 楕丹形 鍋 状

45号住居跡(第47図)

調査区中央部で検出された。土取りの撹乱で壁、プランは不明であり、炉、ピットから住居跡と

確認した。ピットは 8偲検出されているO 炉は石間土器理設炉と思われ、埋設土器東側に肩平な牒

が組まれている。口縁部、底部欠損の小型鉢形土器が埋設されている。

出土遺物

土器(第62図)

58は炉埋設土器である。口縁部、底部欠損の小型深鉢形土器で、沈線区闘の磨消帯で楕円文が施

されるO 地文は RLRの複節斜縄文である。

フラスコ状ピット、土壌出土遺物

1号フうスコ状ピット出土遺物

土器(第 75図)

403 
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6 
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一一)γ7:
10 

5号住自助、IJt別JC1埋設土器
5号住)古跡lIJtH炉問設土器
5号住居跡床面
6 ~手{主 f吉助;i戸上型設土器
7号11::居跡炉埋設土:fEJ

第52図 遺構内出土土器

-405-

9 

10 

。 10cm 



13 

/ 

11 

15 

11 8号住民跡均一i埋設土器
12 8号佐肘跡均ii埋設土器
13 8号住問跡置土
14 8万一住fdf跡)友面
15 10号住肘跡炉埋設!こ出 0 
16 12号住)吉助;炉i型投土;iE

第53図 遺構内出土土器
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25 

23 19}}{支出跡かij:m，i1:J二23
24 22号ii:IrI:}跡炉埋設土器
25 23号{引昔跡、1J日炉埋設土 ~H:
26 23号H::J首跡、IIJ閉1:P耳E設 t出
27 23サ住民跡IIJrJJ炉i宅設土器
28 23号住居跡田知j炉埋設士器。
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29 23ザ{二l:}，If跡炉幼LIり込λ庁1¥
30 25り一住民跡炉埋設土器
31 26ザ住肘跡1m]炉四fi史上器
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33 26号{主居跡nJQJ炉埋設土器
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34 27号住居跡1Jij-IH設土器
35 28別主fi!?跡炉埋投土出
36 29別主同跡床面
37 29号住Jg跡fjij:I.II，l史上間
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39 30サ住I，If跡IIJtJl炉埋設上*?f
40 30 Jr:if七回跡国WJ炉上型投土部
41 33サfl:!r1j湖、1J閉炉思設土出ハ
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46 34弓目玉居跡IIJ明炉埋設土器
47 36号H:}古跡炉埋設土器
48 37号住関跡IJ明炉原J生土器
49 37 号住居跡 IJVJ炉埋設土日-，~'i
50 37~な住居跡 E 朋炉埋設土25
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51 38 号 (ìミ悶跡炉VH設二l二 6:~
52 39号住出跡炉開設土器
53 40 i:l-住肘跡E炉JtJI設土6ii=
54 40 ;ij-ii:Jilf跡W炉埋設土器
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55 40 ~}i=ì:肘跡床面
56 410-住日跡炉開設土32
57 43号ithl;跡炉J結党 i二日2
58 45号住居跡炉)-1断定士ifE
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S 42 J 5住居跡 (1昭和62/9三調査、 1号住居跡)
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第64図 昭和47年、下堤遺跡日地区出土土器

298，.._. 303は覆土から出土した。沈線区画の磨消帯で文様が施され、 301，.._. 303は口縁部磨消帯に

円形刺突文が施されている O

3号フラスコ状ピット出土遺物

土器(第 75図)

305 ，.._. 313は覆土から出土した。沈線区画の磨消帯で文様が施される。 310は丹形刺突文が施され

る。

石器(第80図)

64は覆土から出土したくぼみ石である 0

9号土瀦出土漬物

土器(第 75図)

304は覆土から出土した。口縁部が磨消無文帯で地文は撚糸文である O

遺構外出土遺物

本遺跡は、中央部から北部にかけて黒土採取のため、ブ、jレドーザーによってローム面まで削られ

ており、遺物の出土量は少なし」整理用コンテナで 5箱程である O

土器(第81図)

325 ，.._. 332は口縁部破片で沈線で区画され、口縁部は磨消無文帯であるo333 ，.._. 343は体部破片で
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